
保・幼・小連携で人をつなぐ・組織をつなぐ・教育をつなぐ

接続のための取組
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保・幼・小連携の目的
人・組織・教育をつなぐ取組を通して，幼児期の教育と小学校教育と

の円滑な接続の実現と双方の充実をめざす。

保・幼・小連携の指針（平成24年度作成） 1



保・幼・小連携推進地区事業（20モデル地区）

○ 概要
20小学校区（20小学校・58園）を連携推進地区として指定し，「のびのび土佐っ子

【保・幼・小連携】プログラム」で提案した「人をつなぐ」「組織をつなぐ」「教育をつ
なぐ」取組を進め，その先進事例を，保・幼・小連携研修会や冊子を通して，高知市全体
に広げていく。

実践事例集
（平成25年度作成）

実践事例パンフレット
（平成26年度作成）

実践事例パンフレット
（平成28年度作成）

実践事例パンフレット
（平成27年度作成） 2



人をつなぐ取組・・・園児と児童の交流・保護者への働きかけ
（実践事例パンフレットから）
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組織をつなぐ取組・・・保・幼・小の教職員の共通理解を図る取組
（実践事例パンフレットから）
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教育をつなぐ取組・・・アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムの実践
（実践事例パンフレットから）
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小１プロブレム発生率（発生した学校の割合）

※ 小１プロブレムについて
高知市教育委員会では，小１プロブレムを「第１学年の学級において，入学後の落ち着かない状態が解消されず，

担任等の話を聞かない，指示どおりに行動しない，授業中に勝手に教室の中を立ち歩いたり教室から出ていったりす
るなど，授業規律が守れず，そのために授業が成立しない状態へ拡大し，こうした状態が数か月にわたって継続する
状況」であるととらえています。
本調査では，発生した学校の割合を表しています。 7



保・幼・小連携の取組に関する調査結果（実施率）
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○ 園児と児童の交流は，年々実施率が高まってお
り，平成28年度は97％の実施となった。
○ 小学校の入学期におけるスタートカリキュラム
は，平成28年度には平成27年度に引き続き全て
の小学校で実施された。
○ 教職員の連携については，日程調整等の難し
さから，実施が難しい面もあるが，９割以上の園

や学校で実施されている。

※ 「園児と児童の交流」「保幼小教職員の連携」の調査結果は，保
育所・幼稚園等と小学校の平均， 「スタートカリキュラム」は小学校の
平均となっています。

園児園児園児園児とととと児童児童児童児童のののの
交流交流交流交流

保幼小教職員保幼小教職員保幼小教職員保幼小教職員のののの連携連携連携連携

スタートスタートスタートスタート
カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム

（％）

28



保・幼・小連携研修会

○目 的 保・幼・小の連携を図り，「小１プロブレム」等の課題に対応していくた
め，幼児期の教育と小学校教育の滑らかで確実な接続を図る。

○内 容 ・実践発表：高知市保・幼・小連携推進地区の発表
・講 演

・グループ協議：実践交流と今後の取組について

○参加人数 Ｈ24 146名 ・ Ｈ25 155名 ・ Ｈ26 147名 ・Ｈ27 172名
Ｈ28 161名 ・ Ｈ29 171名

平成24年度 白梅学園大学 無藤 隆 教授
「保・幼・小連携と接続期カリキュラムの必要性」

平成25年度 国立教育政策研究所 田村 学 教育課程調査官
「こうすればうまくいく！保・幼・小連携」

平成26年度 上智大学総合人間科学部教育学科 奈須 正裕 教授
「保・幼・小連携で学びと育ちをつなぐ」

平成27年度 文部科学省初等中等教育局 田村 学 視学官
「子どもの学びと育ちをつなぐ～『内なる問い』を引き出す保育・教育～」

平成28年度 広島大学大学院 朝倉 淳 教授
「子どもの学びと育ちをつなぐ保・幼・小連携」

平成29年度 東京大学大学院 秋田 喜代美 教授
「子どもの学びと育ちをつなぐ保・幼・小連携 新しい教育要領等の改訂を踏まえて」
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成果と今後の課題

【成果】
○ 保・幼・小連携推進地区では，小学校が中心となり，校区にある保

育所・幼稚園・認定こども園等と協働し，「人をつなぐ」「組織をつ
なぐ」「教育をつなぐ」取組を進めることができた。

○ 「組織をつなぐ」取組の教職員連携の実施率は91％であり，ほとん
どの園や小学校で実施されている。小学校教員による保育者体験や子
どもの学びと育ちをつなぐための合同研修を行う地区が少しずつ増え
てきており，園と小学校の教職員の相互理解が図られている。

○ 「教育をつなぐ」取組においては，アプローチカリキュラムの作成
やスタートカリキュラムの工夫が意識され始め，それぞれの保育・教
育の充実が進みつつある。

○ 推進地区の効果的な取組について冊子や校長会・園長会等で発信す
ることで，推進地区以外の校区においても取り入れられるようになり
全市的に保・幼・小連携の取組が広がってきている。

【今後の課題】
○ 今後は，「教育をつなぐ」取組をさらに充実し，新幼稚園教育要領

等や小学校学習指導要領の趣旨を踏まえた取組を推進していく。
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